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新技術の名称 パイプライン保護工のプレキャス ト化の研究



様式1 （第2 関係）

新技 術 導 入 計 画 概 妻′書

都道府県名 茨城県 事業名 県営かんがい排水事業 地域名 江戸崎

H l l ．1 0 一－ H 1 2 ．3 1 百万円

新技術の区分 1 J先進的技術 2 3 その他（ ）

新技術の概要

プレキャス トパネルの組立工法であり、次のような特徴がある。

築造工期が短いため、パイプライン全体の工期が短縮される。
早期の交通開放ができる。

現場での型枠工、鉄筋工等の熟練工は必要とせず、品質の向上が図れる。

新技術の導入理由

場所打ちコンクリートによる築造においては次のような課題があり、

・ 工期が長いため、パイプライン施工上のネックとなっている。
・ 道路の占有期間が長く、交通の障害が大きい
・ 型枠エ、鉄筋工等の熟練エが不足している。

・ 型枠、鉄筋、コンクリー ト打設等、工種が多く複雑であるためコストアップとなる。
・ 乾燥収縮による水密性の低下や、パイプラインとのジョイント部など、止水性に対す
る懸念がある。

そこで、パイプライン保護工のプレキャス ト化を図ることにより、これらの問題の解
決を図るべく、パイプライン保護工の工期短縮、施工の合理化・省人化および経済性向
上を目的に、プレキャス トコンクリート工法を導入 した。



（ 別紙1）官民連携新技術研究開発成果報告書

新技術の名称 パイプライン保護エのプレキャスト化に関する研究 事業主体 茨城県

事業 名 県営かんがい排水事業 地域名 江戸崎土地改良 担当者

新技術の区分 1 ユ法 2材料 ③製品 4．機械 5．その 実施工期 H 9年6 月～H ll年3 月

エ事件名 県営かんがい排水事業6 0 6 －イ

新利根上流地区 6号分水エ

新技術に係

るエ事費

新技術の概要

プレキャス トパネルの組立工法であり、次のような特徴がある。

築造工期が短いため、パイプライン全体のエ期が短縮される。
早期の交通開放ができる。

現場での型枠工、鉄筋工等の熟練エは必要とせず、品質の向上が図れる。

実証調査試験項目 調査試験方法 備考

1 ．作業性

2 ．組立作業時の安全性

3 ．構造物における経時変形

4 ．止水性能の確認

1 ．組立作業時のエ数調査

2 ．作業環境、作業方法の確認

3 ．経時変化を測定

4 ．外観および漏水の有無の目視確認

研究 成 果

・ 作用荷重に対するパネルの結合部の挙動および耐力が確認され、また構造体としての設計
方法と十分な強度が実証された。
りてネル組立作業の安全性が確認された。
・ 最適な止水パッキング材および目地充填材が選定できた。
・ 施工時に道路占有期間が生じる条件下では優位性が確認された。
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付：券エ の構 造計算

1 ．単位 体稲 生丑

鉄筋コンクリー ト

無肪 コン ク リー ト

土砂 （i址潤 ）

（ 水 中）

内部摩擦 角

2 ．許 容応 力度

鉄筋 コ ンク リー ト

改訂 基準 強度 ■



4 ．側 壁の解 析

4 － 1 ．作 用す る荷重

W l ＝ k a・（γe・h＋q）

W 2 ＝ k a・γe’・（h－hw）

W 3 ＝ γ e ’ ・ （ h － h w ）

ここに、 k a ；土 庄 係数 （ 0 ． 5 ）

q ＝ 1 0 k N／m 王（側 壁上 の荷重）

q 三 1 0 k N ／皿2 単位 ；m

2 5

b 2 ＝ 2 ． 3 0

W l 甘2 耶

4 － 2 ． 単位 幅 当た りに作用 す るモー メン ト

側壁は側壁 下 部 まで の水平土 庄が作 用す る 3 辺単純支持 された長 方 形板 と して解 析 を行 う。

P 2

P l　　　 bw三1．1 l

h l＝1．J▽

3



5 ．底版の解析

5 － 1 ．作 用す る荷重

底版に作用する荷重は、頂板、側壁 自重、保護工内の施設自重及び水量且を底版面積で除 した値と

する。

5 － 2 ． 単位 幡 当た りに作用 す るモ ー メン ト

底版は等分布荷重 を受ける 4 辺 単純支持 として解 く。



6 ． 頂 板 の解析

6 － 1 作用 す る荷 重

道路下の場合、自動車荷重による鉛直荷重臥 集中荷重が作用する4 辺単純支持として計算する。

横断方向の喘が2．75m未 満 の場合 、後輪 荷重 は 1 個我荷す る事 とす る（ 「パ イプ ライン付帯工」利用

の手 引 き p．34参 照） 。

1 ） 輪荷 重 の分 布

付帯エの塀故に作用す る輪荷重は、頂板を 2 方向 スラブ として部材設計 しているので下図（輪荷重

分布 図 ） のよ うに、そ の接触 面の外 周 か ら4 5 度 に分布 し、頂 板ス ラブの厚 さの 1 ／ 2 だ け耗 れ 、荷

重との ス ラ ブ接触 面 に相 似 な形状 を有 す る範囲 に分 布す る もの とす る。

単位 ；屯

○

4 5 ●
ヨ 0 ． 2 0

立
4 5 0 ヨ 0 ．5 0 t

Ⅴ

演板スラブ

輪荷重 分布 図

2 ） 輪 荷 重 の計算

自動車荷重による鉛直荷重（W e） は次式 による。



6 － 2 作 用す るモ ー メ ン ト（中央部設 置）

付帯工 の頂板 を 2 方 向版 として 計算す る場合 、そ れぞ れ の弛緩方 向の曲 げモー メ ン トは表 － 1 ， 2

に示す 式 によ って計算 す る ことが でき る。

1 ） T 荷重 に よる曲 げモー メ ン ト

表－ 1 ． T 荷重 によ る曲 げモー メ ン ト

M x ＝ 車 輪進 行方 向 に直 角方 向の 1 方 向版

（ 単純 版） としての 曲げモー メ ン ト

M y ＝ 車 輪進行 方 向に平行 方向 の 1 方 向版

（ 単純 版） として の曲 げモー メ ン ト

車輪 進行 方向 に直角 な支間

車輪 進行 方向 に平行 な支間

ただ し、 0．5＜ α＜ 2

M x、 M yの計 算 に用 いる 且は常 に短 支間 と

する。

－3 6 5 －

「

」

W l

0 ．7 5

W l医詔0・45

1 ．9 5

単位 ：m

且Ⅴ．

車 輪 進 行 方 向 に 直 角 な 支 間 車 輪 進 行 方 向 に 平 行 な 支 間

の 曲 げ モ ー メ ン ト の 曲 げ モ ー メ ン ト

1 α 4　　　　　　　　　　 1
M x ・　　 （ 1 † 0．4 α 4 ）

1 十 α 4
M y ・　　　　　 （ 1 －　 0 ．2　 叫 ）

1 ＋　 α 4　　　　　　　　　 α 4



2 ）等分 布荷 重 によ る曲げモ ー メン ト

義一 2 ．等分布 荷重 による曲 げモー メ ン ト

M l ＝ 且1に対 す る 1 方向版 の

曲げモ ー メ ン ト

M 2 ＝ 且2に対 す る 1 方向版 の

曲げモ ー メ ン ト

長支 間 （ 且1）
β＝

短支 間 （ 且2）

ただ し、 1＜ β＜ 2

且1 ＝ 長支 間

色2 ＝ 短支 間

「

且2 ＝ 1 ． 7 5

」

1 ＝ 1 ． 9 5

W l ＋W 2

W l 十W 2

－3 6 6 －

長 支 聞 方 向 曲 げ モ ー メ ン ト 短 支 聞 方 向 の 曲 げ モ ー メ ン ト

1 β 4

M l ・ M 2 ・
1 ＋　 β 4 1 ＋　 β 4





1 ．設計参考資料

1 －1 パイプライン保捷エの設計方法

地中に埋放するプレキャスト／くイプライン保桂エの設計計井は、道路下及び耕地下における保杜エの頂臥 側壁、鹿版に
作用する荷l より、各応力の計暮を行う。そのいずれもが酔客址を溝足することを稚鼓する手法により行う。

（ 1）投書十手順

プレキャストパイプライン保捷エの投計は、以下の手躾で行う。

内空寸法の敗走

1
設計条件の改定

上載布l （q）

白lおヰ帝王 （W o）

土被り （H）

埋果し土のl 位休耕壬l （γ）

埋め兵し土の内部辞擦角 （¢）

地下水位 （hw）

外力の井走（本体）

本体パネル上部荷l （Pl）

本体パネル中開帯l （P2）

本体パネル下林荷l （P3）

本体鹿版帝帝王 （w）

各部材の応力計井（本体）

本体書l折方向パネルに作用する応力

本体横断方向パネルに作用する応力

本体鹿版に作用する応力

鉄蛎l 、部材件の井走（本体）

1 応力 （ケ）

NO
安全性の確証

Ⅷ＄ 1 応力の計井址が辞書址を下回らない書を社放する。

外力の井走（上床板）

輪帝王による外力 （W●）

Ⅷ版白玉 （W l）

鉛直土圧 （W 2）

各部材の応力計井（上床板）

l 辺方向に作用する応力

短辺方向に作用する応力

鉄筋l 、部材件の井定（本体）

J 応力（J）
NO

安全性の確故

YES l 】加 の柑 脚 柑 齢 下恥 ない事を棚 する。l



プレキャスト保護工歩掛について

1 ．新技術研究協同組合歩掛（案）

分類
サイズ

特殊作業員
普通作業員
クレーン（15t）

分水工

幅1 8 0 0 ×長さ1 6 0 0 ×高さ2 0 0 0 m m

6 ．00 人

2 ．75 人

0 ．50 日

2 ．調査歩掛

平成12年1月、茨城県江戸崎土地改良事務所発注による”県営かんがい排
水事業60 6 －イ 新利根上流地区 6号分水エ”にて実施を予定。

3 ．積算参考資料

積算内容については下記に示す。直接工事費比較は、現場実証試験（新利
根上流地区 6号分水エ）における”プレキャストエ法”ど現場打ちエ法，，を
行った。

現場施工条件
土質：砂質シルト
地下水位：G L －1．O m

最終結果は施工件数圭が少ない為、現在確認中である。

他現場への適用に際し、現場条件を考慮し、現場施エの実績を確認を必要
とする。
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